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【町内 9 会場でご覧いただけます！】 

北国街道妻入り会館、尼瀬郵便局、井ノ鼻郵便局、磯野

骨董品店、良寛記念館、大黒屋菓舗、ホット情報館陽だ

まり、JA 越後さんとう出雲崎支店、天領の里 

  

    

  

  

   

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

★「天神さま街道」（～3/3まで） 

★「大繭玉飾り」（～4/15まで） 

1 月 24 日（木）、「文化財防火デー」にあわせて文化財防火訓練を実施しま

した。今年度は県の文化財に指定されている「滝谷薬師堂」を訓練場所とし、

火災の通報訓練や文化財の持ち出し訓練、訓練参加者による水消火器を使った

初期消火訓練を行いました。また、町役場消防隊による放水訓練も併せて行い

ました。 

最後に教育長の講評で、みんなで貴重な文化財を一心に守り抜いていくこと

が重要であるとお話をいただきました。 

平成 31 年２月７日発行 

編集：出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

 合わせて、天神さまの像や掛け軸を飾る小正月行事「天 

神さま街道」もはじまりました。天神さま（菅原道真公） 

は学問の神様で、男の子の健やかな成長・学業成就・立身 

出世を願います。多聞寺（石井町）では、順徳天皇ゆかり 

の天神さまが安置されており、毎年 1 月 25 日より拝むことができます。多くの方にご利

益が授かりますようにお祈りいたします。 

 1 月 6 日（日）に北国街道妻入り会館にて、NPO 法人ねっとわーくさぷらい 

主催による「大繭玉飾り」が開催されました。団子飾りとも呼ばれ、豊作祈願 

の予祝行事として親しまれてきました。枝先に賽の目に切った餅を刺したり、 

小判・宝船・亀・俵・大福帳などの縁起もの「マイダマセンベイ」をつけ、神 

棚や床の間に飾ります。田植えにちなんだものでサツキ正月ともいわれ、妻入

り会館では 4 月まで楽しめます。 

★「滝谷薬師堂」文化財防火訓練実施 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

 

５、１９日（火）さわスポ教室   ９日（土）おうちパン講座 

★２２日（金）～３/１（金）までの 1 週間 国民文化祭大会旗展示 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出雲崎町では、9 月に新潟県や近隣市町村と共催して、

「良寛・花火」をテーマとした俳句、短歌、現代詩の作

品を全国から募集する「ことばフェスティバル・エクス

カーション」の開催を予定しています。その開催を記念

し、3 月に「俳句王国がゆく」公開収録を実施します。  

詳細、観覧応募の方法は国民文化祭公式ホームページを

ご覧ください。 

〇日時：2019 年 3 月 21 日（木・祝） 

   開場：午後 1 時／開演：午後 1 時 25 分～ 

〇会場：長岡市寺泊文化センター（多目的ホール） 

〇主催：NHK 新潟放送局、新潟県 

文久 � 年。苦界に沈んだ幼馴染みを救うた
め、やくざの賭場から大金をせしめた蓮八。
新選組の一員として身を隠すことにした蓮八
に、報復として殺し屋「夜汐」が差し向けら
れ�。『小説野性時代』連載を加筆し単行本化。 

 大学生の清水美空がアルバイトをしている葬
儀場「坂東会館」には、僧侶の里見と組んで、
訳ありの葬儀ばかり担当する漆原という男性
がいた。漆原は、美空のある能力に目を付け、
自分の担当する葬儀を手伝うよう命じ�。  

夜汐      ･･･東山 彰良 著 

    【中央公民館】     【町立図書館（海岸公民館）】 

名女優が語り尽くした生と死、演技、男と
女。さまざまな雑誌に掲載された樹木希林の
言葉をまとめる。ユーモアと洞察に満ちた希
林流生き方のエッセンスが満載。樹木希林年
譜、内田也哉子による喪主代理の挨拶も収録。 

 

一切なりゆき  ･･･樹木 希林 著 

ほどなく、お別れです･･･長月 天音 著 

 悪夢の甲子園決勝再試合から �� 年後。天才投
手を壊したとして炎上した元監督が辿り着い
たマウンドの真実とは �� 衝撃のどんでん返し
が胸を打つ全 � 編を収録する。『小説推理』掲
載に書き下ろしを加えて単行本化。  

エースの遺言        ･･･久和間 拓 著 

2019 年 9 月 15 日から 11 月 30 日までの 77 日間、新潟県で「第 34 回国民文

化祭・にいがた 2019 第 19 回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会」が開催

されます！ 

この祭典では、県内の文化活動の活性化、レベル向上を目指すとともに、新潟

県の特色ある地域文化の魅力を国内外に発信していきます。また、2020 年の東

京オリンピック・パラリンピックの文化プログラムの一環として、文化プログ

ラムの機運醸成に繋げていきます。 

 今回は、国民文化祭の開催を記念して実施される２つの事業をご紹介します。 

2 月の公民館事業開催予定 

 現在、新潟開催 PR のため大会旗が県内の各

市町村で巡回展示されています。 

 2 月 22 日（金）には大会旗市町村リレー式を

午後 2 時から中央公民館講堂で開催し、刈羽村

から大会旗と大型パネルが出雲崎町に引継がれ

る予定です。 

次の長岡市に引き継ぐ 3 月 1 日（金）までの

1 週間、中央公民館 1 階ロビーに展示しますの

で、公民館にお越しの際はぜひ貴重な展示をご

覧ください。 

①「俳句王国がゆく」公開収録観覧者募集！ ②出雲崎に大会旗がやってくる！ 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 
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は 

尊 
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「平
成
」
の
元
号
も
間
も
な
く
終
わ
り
と
な
る
。
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る
と
益
々
現
実
味
を
帯
び
る
。

そ
ん
な
新
年
も
様
々
な
出
来
事
が
あ
った
。 

  

俳
優
で
あ
り
声
優
で
あ
っ
た
市
原
悦
子
さ
ん
が
亡

く
な
った
。 

♫
坊
～
や
～ 
よ
い
子
だ
ね
ん
ね 

し
な 

い
～
ま
も
昔
も
か
わ
り
な 

く
～
・
・
・♪ 

「ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」。 

 

市
原
さ
ん
の
味
わ
い
深
い
語
り 

は
幼
い
子
ど
も
の
心
を
揺
さ
ぶ
り
、 

情
操
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。 

ま
さ
に
、
名
作
で
あ
る
。  

 
 

同
作
品
で
一緒
に
語
り
手
を
務 

め
た
常
田
富
士
夫
さ
ん
も
昨
年
夏
亡
く
な
った
。 

  

ま
た
、
日
本
の
哲
学
者
で
あ
り
、
各
方
面
に
多
大
な

業
績
が
評
価
さ
れ
、
文
化
勲
章
を
受
章
し
た
梅
原
猛
さ

ん
も
亡
く
な
っ
た
。
梅
原
さ
ん
は
良
寛
に
も
造
詣
深

く
、
平
成
17
年
「全
国
良
寛
会
出
雲
崎
総
会
」
に
講

師
と
し
て
来
町
し
て
い
る
。
「良
寛
の
も
つ真
の精
神

を
復
興
し
、
世
界
の
人
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
」
と

演
題
『良
寛
の
芸
術
と
仏
教
』
の
中
で
呼
び
か
け
た
。

懐
か
し
く
思
い
出
す
。 

  

一方
、正
月
の
明
る
く
め
で
た
い
風
物
詩
も
各
地
で

催
さ
れ
た
。
当
町
は
や
は
り
獅
子
舞
で
あ
る
。
今
年
も

太
鼓
、
笛
、
ほ
ら
貝
の
音
色
と
共
に
威
勢
よ
く
各
家
を

回
った
。
巧
み
な
動
き
も
芸
術
だ
。 

 

躍
動
的
と
は
逆
に
落 

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中 

で
、
正
月
に
ふ
さ
わ
し 

い
優
雅
な
作
品
を
鑑
賞 

し
た
。
当
町
に
も
お
馴 

染
み
の
源
川
彦
峰
先
生 

の
暮
れ
正
月
に
ま
た
が 

る
「二
年
展
」
で
あ
る
。 

公
民
館
長  

佐
藤 

亨 

人
影
の
見
え
ぬ
田
畑
や
初
景
色 

 
 

 
 

 
 

 

川 

西 
 

 
 

小
股 

正
美
知 

 
 

 

作
品
一
つ
ひ
と
つ
を
観
賞
す
る
と
心
が
晴
れ
、元
気

が
出
る
芸
術
作
品
だ
。
創
作
力
、
ア
イ
デ
ア
の
豊
か
さ

に
感
心
し
魅
せ
ら
れ
る
。 

「自
分
の
体
の
中
か
ら
元
気
の
湧
い
て
く
る
本
質
を
探

し
、
果
て
を
知
ら
な
い
宇
宙
の
秘
め
ら
れ
た
根
源
と
一

体
と
な
っ
て
生
き
て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」 

と
氏
の
想
い
が
記
さ
れ
て
い
た
。 

  

そ
の
折
、
お
抹
茶
の
接
待
が
あ
った
。
時
折
、
裏
千

家
や
表
千
家
の
お
点
前
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
が
、

そ
の
都
度
、
心
の
落
ち
着
き
を
覚
え
る
。
こ
の
度
の
流

派
は
初
の
体
験
と
な
る
「有
楽
（う
ら
く
）
流
」
で
あ

った
。
織
田
信
長
の
弟
・織
田
長
益
（有
楽
斎
）
に
始

ま
る
武
家
茶
道
の
流
派
と
聞
く
。
現
在
は
、
長
益
の
四

男
・織
田
長
政
の
系
統
を
宗
家
と
し
て
十
七
代
目
で
あ

る
。信
長
の
没
後
、織
田
家
は
豊
臣
、徳
川
に
仕
え
た
。

袱
紗
に
桐
花
紋
が
あ
し
ら
っ
て
あ
った
。 

  

有
楽
の
心
を
受
け
、織
田
流
に
は
三
つ
の
口
伝
が
伝

え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。 

１
相
手
に
窮
屈
な
思
い
を
さ
せ 

 
な
い 

２
相
手
に
恥
を
か
か
せ
な
い 

３
相
手
に
満
足
感
を
与
え
る 

こ
れ
ら
は
、
茶
道
だ
け
で
は
な 

く
「人
の道
」
全
て
に
相
通
じ
る 

も
の
だ
と
、
改
め
て
心
に
響
い
た
。 

 
 

会
津
八
一の
「学
規
」
に
『学 

藝
を
以
て
性
を
養
う
べ
し
』 

（性
・素
養
）
の
言
葉
が
あ
る
。 

 

や
は
り
「学
芸
」
は
尊
し
。
今
ほ
ど
記
し
た
人
や
催

事
に
、
な
る
ほ
ど
と
新
年
早
々
学
ば
せ
て
い
た
だ
い

た
。 

ス
ト
ー
ブ
の
燃
ゆ
る
音
の
み
北
の
駅 

 
 

 
 

 
 

 

て
ま
り
団
地 

本
間 

加
津 

〈

 

越
後
出
雲
崎 

渚
会 

〉 

今月の一句 
〈

 

西
乃
越
句
会 

〉 

〈

 

出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句 

〉 

 
 

 

～
４
年
生 

初
め
て
の
句
会
～ 

 

書
初
で
に
じ
み
て
失
敗
春
の
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長
谷
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麻
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書
初
は

一
文
勝
負
き
め
つ
け
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南
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拓
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新
年
の
書
初
大
会
筆
も

っ
て 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

磯
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亜
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書
初
で
今
年
の
思
い
筆
に
こ
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書
き
ぞ
め
で
心
と
と
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え
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書
こ
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平
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で
じ
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っ
と
に
じ
ん
で
失
敗
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セ
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今
日
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大
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小
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手
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～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 
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1 月 21 日(月)から運動神経を鍛えることを目的としたコーディネーション教室第 1 回目が始まりました！ 

講師には新潟アルビレックスベースボールクラブでトレーナーを務められた小黒巧海さんをお招きし、参

加した親子 11 人に指導いただきました。トレーニングは全身を大きく使ったスキップやボールを使った反

射神経を鍛えるものなどで、参加した小学生は、初めてする運動に少し戸惑いながらも元気よく楽しそうに

トレーニングを行っていました。 

教室は 2 月までの全 5 回毎週月曜日に開催します。申し込みは随時受け付けておりますので、参加を希望

される方は体育館事務室までお申し込みください。 

 

 公民館では「第３８回町民バドミントン大会」を

開催します。経験の有無は問いませんので、地域、ご

家族・ご友人とお気軽にご参加ください。 

      

2/13、20、27 日（水）19：30～21：00 

※昨年の様子 

【日 時】 平成３１年３月１７日（日） 

【会 場】 町民体育館  

      ８時３０分 受付開始 

【締 切】 平成３１年３月１３日（水） 

      詳細は先月お配りしたチラシをご覧

ください。町民体育館でも配布して

います。 

 公民館では 3 月 3 日（日）に

近隣市町村のチームが参加する

「第 17 回近郷ゲートボール大

会」を開催します。観戦は自由で

すのでぜひお越しください。 

 会場は屋内ゲートボール場で

競技開始は 9：00 を予定してい

ます。 

※昨年の様子 


